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ABSTRACT 

The profile of the researches on cold nuclear fusion which was initiated by Fleischmann-

Pons and S. E. Jones on March 1989 is briefly introduced. A number of researchers in the world 

have tried to elucidate the “cold nuclear fusion" phenomenon， but systematic explanation has 

not been found until the end of 1990. A half of出emare affirmative and other half negative. The 

phenomenon is that deuterium oxide Cheavy water) is electrolyzed with a palladium negative 

electrode and after several hours produced and adsorbed deuterium on the palladium may make 

nuclear reactions D + D → 3He + n or 3H + P or other. Fleischmann-Pons observed excess 

heat and r -ray due to the nuclear reaction， while Jones observed only neutrons slightly above 

background. Staffs at many laboratories in the world， especially in Japan， endeavored to detect 

the weak neutrons which might be produced by deuterium nuclear fusion with their sensitive 

neutron detector newly devised. However， their results were not consistent with others' . 

The author would like to suggest to make electrolysis experiment with graphite electrode 

or uranium one， both of which also adsorb a great amount of hydrogen. Neutron multiplication 

will be expected in case of electrolysis with Cenriched) uranium electrode if it is surrounded by 

appropriate moderator， which may make easy to detect neutrons produced. Another suggestion 

is to use tritiated deuterium oxide DTO for the electrolysis， since the potential barrier of DT is 

one order lowerもhanthat of DD. 

1989年 3月23日アメリカユタ州ソル卜レークシティ があるので，その専門でない筆者がここで解説する任

にあるユタ大学の M.FleischmannとS.Ponsに ではありませんが，本学原子力研究所でも全く無関係

よって発表された 1)常温核融合 (Coldfusion，低温 のテーマでもないので，関心を持っていただくために

核融合とも言う)は直ちに世界中の反響を呼び，多数 敢て粗雑な紹介を試みました。

の研究者による追試実験が行われました。同じユタ州 両大学の実験装置は共に小型な重水の電解装置で、陰

のプロポにあるブリガムヤング大学の S.E. Jones 極にパラジウムを (Jonesはチタンも)使用してい

により同様な実験が Fleischmann等と連絡なく行わ ます。電解を開始すると陰極に生成した重水素は陰極

れていて同時に発表され2¥ しかも両者が全く異る実 のパラジウムに吸着蓄積されます。パラジウムもチタ

験結果の発表になっていました。 1990年末までの追試 ンも水素を大量に吸着できるので陰極金属中の重水素

実験の報告とその経過についてはすでに多数の出版物 密度は次第に高くなり，数時間後遂にトンネル効果に
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より重水素がポテンシアルバリアを越えてもう一つの 理学者 D.Morrisonは，これまでの実験結果を総合

重水素と核反応(核融合)を起します。その反応はわ 的に見れば，常温核融合は主観にもとずいた誤った実

D+D  → 3He十 n+ 3.27 Mev 

D+D  → 3H + P + 4. 03 Mev 

( 1 ) 

( 2 ) 

D+D  → 4He + 23.8 Mev ( 3 ) 

従来は DD核反応は(1 )と(2 )がほぼ同じ頻度

で起り， (3)は考えられていません。ユタ大学グルー

プは核融合は 1012/Sで起り中性子は 4XI04/s，ト

リチウムは 104/s程度だから核反応は殆ど(3 )と

考えました。過剰熱(発生熱から電解に消費した投入

エネルギーを差引いたもの)は投入エネルギーの4倍

程度とされ，過剰熱は電極 1cm3当り4MJで，最後

の実験では発生した熱で電極が溶け，一部は気化した

と報告しています。一方 Jones等プリガムヤング大

学グループの報告では中性子のみ観測しその発生は

0.4/s程度とユタ大学より低いです4)。カリフォル

ニア州スタンフォード大学のR.A. Huggins等はユ

タ大学グループの発表の l週間後から追試実験を開始

しました。周年11月24日からの実験で、パラジウム lモ

ル当り46MJの過剰熱を閉鎖系で観測しました 5)。用

いたカロリメーターの校正には， 1つは電気抵抗ヒー

ター，もう lつはパラジウムの代りにプラチナ電極を

使って重水電解をしています。彼は熱測定だけで放射

線は測定していません。

電解で核反応が起る理由は次のように説明されてい

ます。金属中に水素が入って表面から水素化物が形成

されてくると.水素化物と金属では密度が違うのでそ

の聞に大きいひずみ応力が発生して，それが金属同士

の結合力を上回るとき破壊が生じ金属内に割れ目(マ

イクロクラック，ひび割れ)が発生します。このとき

新しく生れた金属面に電荷の不均一が生じ，それに

伴ってクラック内部に強い電場が形成され数キロ~数

百キロ電子ボルトになります 6)。これによる核反応を

Fracto fusionと言います。

核反応が起ったかどうかを判定するには1.中性

子， 2.トリチウム， 3.過剰熱が挙げられます。

Fleischmann and Pons (以下 F&Pと略記)と

Jonesの結果については発表の直後から反対論が続

出しました。たとえばコネチカット州エール大学の

M. Gai等は綿密な実験を行った結果観測した中性子

はJonesの 1/50，F & Pの 10-6だから，彼等の観

測した中性子は宇宙線由来のものではないかと反論し

ています7)。同様な意見をラスベガスの環境保護局の

S. H. Faller等も述べています 8)0 CERNの実験物

験の集りとしています9・10)。また F&Pと同じユタ

大学の物理部の M.H. Salmann等は精密な67時間

におよぶ追試実験をしたが出力，中性子の点で核融合

は認められなかったと1990年3月発表しました11)。

F &pとJonesの実験結果と，世界中の大学や研

究所で彼等より優れた測定器で追試実験が行われた経

過は吉川氏により岩波「科学J1989年7月号に簡単に紹

介されています4)0 1989年5月23-25日アメリカニュー

メキシコ州 SantaFeで低温核融合ワークショップが開

催されました。主催はロスアラモス国立研究所 (LAN

L)と米国エネルギー省との共催で開かれ内外から約5

00名集りました。日本からは永嶺謙忠氏外数名出席し

ました12)。また同年ユタ大学内に新設された国立常

温核融合研究所主催で1990年3月29-31日開催された

常温核融合第 l回年会の模様は池上氏により「科学」

1990年6月号に紹介されています円・ 13)。それによる

と，この会議は常温核融合の中から肯定的な成果だけ

を取上げたもので，アメリカを中心にしてインド，イ

ギリス，イタリア，スイス，スペイン，台湾，韓国，

日本などから 2百数十人出席しました。

Jones等の論文では常温核融合が地球の自然中に

存在していることを示唆しています。火山などから高

い3He/4Heの比のヘリウムが放出されており， :JH 

の起源として地球内部で p+Dおよび D+D核融

合が起っている可能性をあげています。この比は大気

の値の280倍もあります14) Jonesの実験の目的は

この可能性を確めることにあったようで，更にミュオ

ンを触媒とした常温核融合 15)にも言及しています。

以上述べたことの総合的な詳細な紹介は F.D. 

Peatの著書「常温核融合」にあります16)。ニの本は

科学書と言うより Coldfusionをめぐって活動する

人間のドラマのようです。

さて日本国内での反響はどうだったでしょうか。一

時は高温超伝導の時のさわぎの再来かと思われました

が，日本原子力学会の講演で見ますと， 1989年秋の大

会では15件. 1990年春の学会では13件，秋の大会では

6件と次第に減少しています。肯定否定はほぼ半々の

印象で，結果が否定的の時は発表を控え勝ちと考えれ

ばアメリカ同様否定派が多し、かも知れません。学会も

1989年はトロピカルミーティングと210分の特別セッ

ションを組みましたが， 1990年春は指定テーマセッ

ション，秋はプラズマ核融合セッション組入れとトー

ンダウンしてきました。そのほか学会特別講演では，
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1990年 7月の理工学における同位元素研究発表会で岡 ていますが，ポテンシアルバリアーが l桁低いトリチ

本異実氏(東工大)，石岡俊也氏(神奈川大理)，中沢 ウム重水 DTOが使用できたら黒白がより早くはっき

正治氏(東大工)が講演しました 17)。原子力学会支 りするのではないでしょうか。

部講演会では1990年6月7日高，橋美人氏が大阪科学技術 最近本学理工学部原子炉工学科長辻良夫教授から

センターで講演し 18) その中で 3D核融合仮説を発 Fusion Technology誌 26)に掲載された coldfusion 

表しました(投稿中)。和田伸彦氏(名大理)は重水 の多数の論文(本学理工学総合研究所荒田吉明教授の

素をパラジウムに吸収させて12KV60Hzの交番電圧 論文を含む)を紹介されたことに謝意を表します。ま

をかけて真空放電させ核融合を起しています19. 20)。 た coldfusion研究に水をさすような news27)を教

名大核融合研の池上英雄氏を中心とする「常温核融合 えて下さった慶応義塾大学環境情報学部の赤木昭夫氏

特別チーム」が1989年 6月文部省科研費を取得して発 に感謝します。

足し， 1990年 2月27，28日阪大工学部で発表会を開

催， 200人集って討議しました。印象は結論は得られ

ずと言ったところ 21)。

以上は現在(1990.10)まで出版物に現れた常温核

融合のサーベイです。筆者の第三者としての感想は.

奇妙な理屈を考えるより，まだまだこの「常温核融

合」現象の実験事実を積み上げることが必要ではない

かということです。

重水電解の陰極材料としては今まで主としてパラジ

ウムとわずかにチタンしか使われていませんが，水

素吸蔵材の電気導体としては他に黒鉛 22)とかウラ

ン23)があります。ウランの場合は，密度は金属ウラ

ンのときは199/cm:1であり最終水素化物になると

3 g/cm:1と大きく変化するので内部的ひずみも大

きく. Fracto fusionの可能性も大きいではないで

しょうか。その上濃縮ウランを使い適当なモデレー

ターで固めば生成した中性子の増巾により検出が容

易になります。しかし水素化のとき190KJ/molの

発熱があるので過剰熱の測定には注意が必要です。

原子力学会1989年秋の大会での東大の山脇氏の発表

では 2gのウランチタン合金塊 UT4を電極に使用し

たが結果は否定的で有意な中性子は検出していませ

ん20。筆者は合金でなくウランだけを使用したら別

の結果が得られるのではなし、かと期待しています。

また中性子の測定については，肯定派も否定派も感

度の向上に精力を傾けております。筆者は東大宇宙研

究所の戸塚洋二氏が紹介した「カミオカンデ」という

岐車県神岡鉱山の地下1000mの backgroundの非常

に低い場所で常温核融合実験を行ったらもっとはっき

りした結果が出ると思います25)。戸塚氏はそのよう

な示唆を1990年 4月の年会でしたと思いますが，同年

10月の年会にはまだそのような報告は見当らず残念で

す。

核融合燃料としては専ら入手し易い重水が使用され
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